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別紙様式3
論　文　内　容　要　旨
脚1.論究内容葉音臥研究の日的・方鼓・鹿県・考無.舞曲の順に缶戟し、 2千宇
程度でタイプ車で印字すること。
1
2. ※印の柵には取入しないこと。　・　　・
粗雑撃的執鼻は¢軸棚旭ive PCR (CpCR :紬学的に癖を育めない、もしくは非披講癌の
串を囲める)がホルモ増容体陰性で5B髄、ホル軍増容体随性で22%でホルモ増容体陰
性群が有意に良好(p<0. 05)であった。加辞tvzunabの投与別では、ホルモン受容体防性で
は投阜群が21%に対して非投与群が2乱ホルモン受容体曲#では酢群が65那こ対して非
放鳥群が47%であり、ホルモン受容体触においてtr舶加mi曲の勘噛兼が大きい奴向で
あった。　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　.
再罪状乾をみると、舶期間の中央社1114日において、 104例のうち14脚が潰脚を弟
症しそのうち崩転移は7脚陣ルモン睡性5例.ホルモン防性急例)であった。 7例中5例
(ホJtfモ1/触4例、防性は1例)が柵玲廉で軌織撃的尭軸を得られなかゥた症
例であ?た.1また7個中4個は術管にtras加zuinabを艶与していた。 .
組雑学曲効果と予俵の関係に軸、て杜104例会件でみるとCpCRを得た症例はDDFS由sta醜
di古曲的free survi喝1)が有意(pく0. 05) I瑚邑足したが. OS (ov邸811串廿vival)には轟与
しなかった。
ホJt,モ3/受容朋EJではホJT,苧ン触においてDBFSの有意的. 05}な延長が辞められた.
#&
皿陪撞乱癖杜これまでの報告にあるよう酎巴戦掛の感受性が商いサブFJレ-プであ
申、われわれの嬢封でも辞皐の軸皆と同じよ亨にCpCR串は虫肘で3紬と良好であlO虹一
方で、ホルモン受容鰯耶こみると、防性群は22%に対して陸曲群は58%であった。
またmz随性乳癌措trastuzuaabを漣加することでpCR串は上昇するといわれているが、
今回の墳肘ではホ肘巳ン受容体陰性群ではその庫向はみられた軌随牲群ではみられなかっ
た.
このように皿R包脚において、ホJT,モン受容体醇性タイプと触タイプで性軒軸
廉韓-の民癌性が異なることから、ホルモン受容拝の発蔑状況によって粋痩地を選択する
必革があると考えられる。
また、姐能筆的先金轟動を得られなかった塵脚は術後の補助廉缶としてtrasutuzi皿abを投
与しても胸を舞曲する危険性が高いと考えられる。
A
mョ
HJ弛勝性乱藤ではホルモ埴酎栂Flに鞄廉方粒の遍択をする必要があり.また戯転移の危
鹿因子を固定する必藁があると考えられた.
別紙様式8 (醜・拍文博士共用)
学位論文審査の結果の要旨
水谷　帝紀子
論文審査事員
(学位魚文事宜の篇轟の要旨)
*独文は、肥陀陰性乳細こ対するtrastuzumabを含む術肺化学疎抜の昏床的意義をホルモン
受容体(鵬)別に明らかにすることを目的として、術酎ヒ学療缶および手術を完適したHER2施性
乳癌104例(5FU+坤irubisin+°yclophosph肌ide療軌こタキサン± trastuzumabの逐次玲癖を実
施し、一都は術後にt掬stuz伽at)を投与も)を、 m陰性trastuzuraab投与例、 nR陰性trastuzuraab
非投与例、皿陽性trastuzumab投与例、 HR防性trastuzumab非投与例に分類して紅敵学的効果
(CpCR (c岬ehensive PCR)の検村を行い、以下の点を明らかにした。
1 )北R2随性乳掛こ対するtrastuzumabを含む術前化学凍牡は弧防性と陰性とで反応性が異
なる。
2)駅陰性群ではCpCRがdistant disease free survival延長の有意な因子である。
3)駅に関係なくpINVの症例i利勝転移のハイリスク群であり、 trastu耳uraabの補助療牡のみ
では弟症抑抑ま困難である。
本飴文は、乳腺専門医コースにおける研究として、 HER2陽性乳癌に対する肝耐ヒ学療治の効
果に関わる払床因子の知見を与えたものであり、最終群敬として独文内容に関連した親閲を受
け合格したので、博士(医学)の学位論文に催するものと藩められた.
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(平成24年9月3日)
